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研究成果の概要： 
本研究の目的は、児童が自分自身の歌唱の音高・音程が合っているかどうか認知できる（内的
フィードバックができる）こと、同時に児童の心理面に着目した音痴克服のための指導法の有
効性を実証的に明らかにすることである。小学校の授業における継続的な歌唱指導の観察、児
童を対象とした縦断的な歌唱調査、事例指導の実践などを行い、児童の内的フィードバックの
発達過程が明らかとなり、内的フィードバックに焦点をあてた指導の有効性が確認された。 
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１．研究開始当初の背景 
歌唱における「音痴」は先天的なものであ

ると一般的に信じられている。そのことが原
因し、音痴で悩む者には、子どもとの関わり、
社会的参加など、実生活に支障をきたしてい
る場合も多い（小畑 2005b 他）。 
音痴を克服するためには、表出された歌声

のみに着目した指導では、根本的な解決には
ならない。歌唱者が自身の歌唱について音程
が合っているかどうかを認知できなければ、
自分自身で歌唱時に音程を修正できる力に
は結びつかない。すなわち、音痴克服には、

内的フィードバック能力（自分自身の歌唱の
音高・音程が合っているかどうか認知できる
能力）の獲得が必須である。 
筆者が行った成人の音痴克服の指導事例
では、対象者の内的フィードバック能力が獲
得され、音痴コンプレックスも克服できるこ
とが確認されている (小畑 2002a, 2005a他)。
また成人対象者の中には、小学校の音楽の授
業で音痴コンプレックスを持つようになっ
たケースが極めて多く、小学生の頃から内的
フィードバックもできなかったと推察でき
る事例も多くみられている。 
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２．研究の目的 
本研究の目的は、児童が自分自身の歌唱に

おいて内的フィードバックができること、同

時に児童の心理面に着目した音痴克服のため

の指導法の有効性を実証的に明らかにするこ

とである。具体的に以下の３項目を実施する。 
(1) 小学校の音楽の授業における歌唱指導
に関する継続的な調査を通して、児童の歌唱
技能、特に内的フィードバック能力について
明らかにする。 
(2) 成人を対象とした音痴克服のためのグ
ループ指導の実践を通して、音高・音程を正
しく歌えない児童、内的フィードバックがで
きない児童への歌唱指導実践に向けた指導
形態についての検討を行う。 
(3) 音高・音程を正しく歌えない児童、内的
フィードバックができない児童を対象に歌
唱指導を実施し、指導の有効性を明らかにす
る。 
 
３．研究の方法 
(1) 音高・音程を正しく歌うことのできない
児童とその環境（対象児童をとりまく他の児
童、音楽科教員）に焦点をあて、小学校の音
楽の授業の継続的な観察、児童の歌唱技能に
ついて調査を行う。歌唱技能については、声
によるピッチマッチ、既成曲の歌唱、内的フ
ィードバックができているかどうかについ
て調べる。調査過程はすべて録音記録する。 
(2) 音痴コンプレックスを持ち、内的フィー
ドバックができず、自主的に指導を受けるこ
とを申し出てきた成人を対象にグループ指導
を行い、指導の有効性と相補間の関わりにつ
いて分析する。 
(3) 上記(1)(2)の結果を踏まえた上で、研究
協力を得られる児童の中から音高・音程を正
しく歌うことのできない児童３名から５名を
選定し、個別指導、並びにグループ指導を行
う。指導過程の音声はすべて録音記録し、指
導過程を歌唱技能面、心理的側面から分析す
る。 
 
４．研究成果 
(1) 小学校における歌唱調査 
① 協力校を選定し、小学校中・高学年の音
楽の授業における歌唱指導に焦点をあてた
授業観察を３年間行った。Ａ小学校の児童の
歌唱発達過程を観察すると共に、担当音楽科
教員に対するインタビューと意見交換を随
時行うことにより、音楽科教員の音高・音程
を正しく歌うことのできない児童に対する
意識の変化を明らかにすることができた。そ
の結果は、対象児童を小学校高学年から中・
高学年に拡げるなど、実態調査・事例指導に
反映させた。 
 
 

② Ａ小学校において、2007 年６月に４年生
３クラス（83名）、５年生２クラス（77名）、
2008 年 1月に３年生３クラス（97名）、４年
生３クラス（83 名）、2008 年 10 月に４年生
３クラス（97名）、５年生３クラス（87名）
を対象に単音の声によるピッチマッチ、内的
フィードバック、児童が授業で学習している
曲について個別に調査を行った。ここでは、
縦断的調査と分析が可能であった小学４年
生 83名の調査結果を報告する。 
小学４年生（６月）を対象に実施した第１
回調査では、声によるピッチマッチについて
は、約 75％が正しい音高に合わせて歌えた
（以下、表１参照）。一方、歌唱における内
的フィードバックができる児童は約 50％、で
きない児童が約 50％であった。 
同じ児童を対象とした第２回調査を約７
ヶ月後の第４学年の１月に、第３回調査を約
16ヶ月後の第５学年の 10月に実施した。 
 声によるピッチマッチで正しい音高に合
わせられた児童数は、年齢と共に増え、第３
回調査では 95％となっている。しかし内的フ
ィードバックに関しては、内的フィードバッ
クができる児童が増加しているものの、第３
回の調査を行った小学５年生 10 月の段階で
も、30％以上の児童が内的フィードバックが
できないことが明らかとなった。 
 
 
表１ 声によるピッチマッチの正誤と内的フィード

バックに関する発言の経年的変化 

＊児童数は無効回答を除いた数である。 

 
 
以上の調査結果から、表出された歌唱だけ
に注目していては、児童がどのように自分自
身の歌唱を認知しているのかを見逃す可能
性があることが示唆された。また調査中の児
童の様子から、歌唱の際に、自分自身の音
高・音程が合っているかどうか、つまり内的
フィードバックを意識した経験がないと推
察されるケースも多々あった。 
 
 

声 に よ る
ピッチマッチ

内的フィード
バックに関する
発言

  第１回
(第4学年
6月)

  第２回
(第4学年
1月)

  第３回
(第5学年
10月)

合わせられた
38
(48%)

47
(59%)

53
(64%)

わからない
17
(21%)

17
(22%)

17
(20%)

合わせられな
かった

4
(5%)

6
(8%)

9
(11%)

合わせられた
11
(14%)

5
(6%)

1
(1%)

わからない
7
(9%)

3
(4%)

1
(1%)

合わせられな
かった

3
(4%)

1
(1%)

2
(2%)

80 79 83

合う

合わない

児童数（名）



(2) 成人を対象とした音痴克服のためのグ
ループ指導 
児童の歌唱実践に向けた指導形態につい

て検討するために、成人を対象としたグルー
プ指導を行った。実施した指導事例の中から、
今後の基礎的資料として有効な２事例をこ
こでは報告する。指導内容は、声によるピッ
チマッチ、わらべうた、連続する３音から５
音の模唱、対象者に応じた課題（子どものた
めの歌、ポップスなど）を中心に行った。 
 
① 事例Ⅰ 
対象者は、内的フィードバックができず、

音痴コンプレックスを持つ保育者養成課程
在籍の大学生男子Ｂである。本事例では、同
じ課程に在籍する大学生男子Ｃ・Ｄの２名が
指導者役として加わった。約８ヶ月間に 13
回のレッスンを実施した。Ｂに対するレッス
ンのうち数回はＣ、Ｄに指導を実施させ、筆
者がスーパーバイザーとして指導にあたっ
た。Ｄは歌唱が得意な学生であり、Ｃは以前
音痴を克服するために筆者の指導を受け、音
痴を克服した経験を持つ。 
指導の結果、Ｂは内的フィードバックがで

きるようになり、また表出する音高・音程が
外れた際に、自身で正しい音程に修正できる
ようになった。Ｃ、Ｄは、共に外的フィード
バック（指導者が対象者の歌唱に対して行う
評価行動の中で、特に音高・音程に関するも
の）を与えることができるようになり、さら
にＢの状況に応じて必要な指導を考案する
場面などもみられた。「音痴」については、
Ｃは自身の経験から、ＤはＢの音痴克服前と
現在の歌唱について知っていることから、
「音痴は克服できる」という認識を持ってい
た。さらに指導者として関わることで、自ら
も音痴克服の指導ができるという認識に変
わった。 
 
② 事例Ⅱ 
対象者は、保育者養成課程在籍の大学生男

子Ｅ・Ｆ、女子Ｇの３名である。約５ヶ月間
に 14 回のレッスンを実施した。３名とも内
的フィードバックができず、音痴コンプレッ
クスを持っていた。指導の結果、音高弁別、
内的フィードバックについて３名とも向上
した。Ｇは他の２名と比較して初回から内的
フィードバックができず、また、実際に音程
が外れることも多かった。そのため、第 11
回から個別指導を実施したが、より初期の段
階で個別指導を実施する必要性があったと
考えられる。課題ができた時、対象者同士で
誉める場面は多々みられた。しかし具体的な
外的フィードバックを対象者同士で与えら
れたのは、指導終盤に入ってからである。音
高弁別ができても、自分自身の歌唱に自信が
持てない段階では、他者の歌唱の音高・音程

について指摘しあうことが難しいと推察で
き、個別指導とグループ指導の併用の必要性
が示唆された。 
 
(3) 音高・音程を正しく歌えない児童、内的
フィードバックができない児童を対象とし
た歌唱指導 
研究成果(1)(2)を踏まえ、音高・音程を正し
く歌えない児童、内的フィードバックができ
ない児童を対象とした歌唱指導事例の実践
を行った。ここではその中から、音痴克服指
導における基礎的資料として有効と思われ
る個別指導、及び小学校の音楽の授業での指
導２事例を報告する。 
 
① 事例Ⅲ 
対象者は、音高・音程を正しく歌うことの
できない児童Ｈ（９才女子）である。Ｈ本人
だけでなくＨの保護者も、Ｈが音高・音程を
正しく歌うことができないことを気にして
いる。Ｈは、Ｑ小学校の合唱部に入部を希望
したが、歌唱の試験で落ち、入部できなかっ
た経験を持つ。 
約２ヶ月間に７回の個別指導を行った。そ
の結果、内的フィードバックができるように
なり、また音高・音程が外れた時に、自身で
修正できるようになった。Ｈは、指導を受け
始めてから、小学校での音楽の授業中に他の
児童たちの音高・音程と自分自身の歌唱の音
高・音程が合っているのが分かるようになっ
たと言う。歌唱時に内的フィードバックに意
識を向けられると推察される発言が多く聞
かれるようになった。さらに、歌うことに対
する前向きな行動がみられ、心理面における
変化も確認された。過去に実施した成人事例
と比較し、短期間における向上がみられ、指
導の有効性が明らかとなった。 
 
② 事例Ⅳ 
Ｉ小学校において、音高・音程を正しく歌
えない男子３名（Ｊ、Ｋ、Ｌ）を含む第６学
年１クラス 11 名の歌唱指導を実施した。指
導教材は、指導実施時期に授業内で対象児童
たちが取り組んでいた２部合唱の曲を用い
た。研究成果(1)の小学校における歌唱調査、
研究成果(2)のグループ指導に関する調査、
また上記事例Ⅲの児童に対する個別指導に
おける研究成果を踏まえた上で指導を行っ
た。自主的に指導を受けることを申し出てき
た他の事例と比較し、本事例では児童本人が
音高・音程に関して意識していないことも考
えられ、指導過程で歌唱に対するコンプレッ
クスを植えつけないように、特に児童の心理
面を考慮した。 
指導は、グループ指導と個別指導を併用し
た。個別指導は、音高・音程を正しく歌うこ
とのできる児童も含めた全員の児童に対し



て行い、Ｊ、Ｋ、Ｌについては内的フィード
バックに焦点をあてた指導を実施した。特に
J については、同一時の２音の音高感覚の欠
如がみられた。Ｊの歌う音高に筆者が音高を
合わせて歌うことを繰り返し行う過程で、Ｊ
が自身で音高、音程を修正できる場面が確認
できた。また児童同士が他の児童の向上を認
め合う発言も聞かれ、授業場面において児童
の心理面を考慮し、且つ内的フィードバック
を向上させる効果的な指導であることが明
らかとなった。 
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